
名古屋市障害者理解に関する講師派遣事業

「障害は“どこ”にある？」

車いすを使用している方が、段差で進めず困っています。障害はどこにあると思いますか？

１）障害の社会モデルとは

障害は、車いすを使用している方にあるのでは？

障害は「その人の身体や心の機能に障害があるか
ら」という、「個人の問題」としてとらえること
を、「医学モデル」と言います。

しかし治療やリハビリだけでは解決できないこと
もあります。障害は個人の問題のみが理由なので
しょうか…。

障害は段差では？段差をなくせば解決できるのでは？

障害のない人には問題がなくても、障害のある人には生活しづら
い障壁となるものがあります。そのような社会の側が作り出す
様々な障壁を「社会的障壁（バリア）」といいます。

障壁を社会全体の問題としてとらえ、障壁を取り除いていく
という考え方を「社会モデル」といいます。
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治療やリハビリだけでは解決できない
こともあり、段差が障壁となることが
あります。

スロープをつければ、車いす使用者の
方もスムーズに移動できます。

★「段差に困る車いす使用者の方」を、それぞれのモデルで考えてみると…



考え方

障害がある人への差別、偏見、無関心など
障害に対する知識や理解がないことから生
じるバリア

【例】
・かわいそうな存在だと
決めつけられた。

・高圧的な態度を取られた。
・補助犬と一緒に店舗へ
入店することを断られた。

しきたり

障害のある人の存在を意識していない、
しきたり等から生じるバリア

【例】
・非常時のアナウンスは
音声のみ。

・案内はタッチパネルのみ。
・わかりにくい、難しい
言葉。

社会における物やことがら

道路や建物などにおいて、物理的に生じる
バリア

【例】
・路上の放置自転車
・狭い通路
・段差
・滑りやすい床
・電車とホームの隙間

制度

社会のルール、制度によって、教育や就労
などの機会の均等を奪われるバリア

【例】
・学校の入試、就職や資格
試験などで、障害がある
ことを理由に受験や免許
などの付与を制限された。

２）障害のある人が直面する４つの「バリア」

名古屋市「意識（こころ）のバリアフリー行動宣言」
～障害のある方もない方も、お互いに尊重し支えあえるまちづくりのために～

（宣言１）障害や、障害のある方のことを正しく理解します。
（宣言２）困っている人に積極的に声をかけます。

（例）「何かお手伝いできることはありますか？」

（宣言３）分かりやすい情報の伝え方を工夫します。
（宣言４）移動のバリアをつくりません。

３）「意識（こころ）のバリアフリー」を実現するために

今日の研修を受け、「誰もが安心して暮らせるまちづくり」のために、あなたができる
ことは何がありますか？書き出してみましょう。


